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Ⅰ 調査概要 

１．調査目的 
 

香美市における教育の基本的な方針と取組の方向性を示す「香美市教育振興基本計画」が令和５年度

に計画期間が終了することから、新たに「第２期香美市教育振興基本計画」を策定することとなりました。 

本調査は、新計画の策定にあたり、市民や小中学生とその保護者の教育に関する考えや意見を把握し、

計画策定の基礎資料とするために実施しました。 

 

２．調査の実施について 
 

 
住民調査 保護者調査 小中学生調査 

調査対象者 
１８歳以上の市民 

２，０００人 

小学校１・５年生、 

中学校２年生の保護者 

５49人 

児童生徒（小学校４年生～

中学校３年生） 

1,028人 

調査期間 
令和４年１１月２１日 

～令和４年１２月９日 

令和４年１１月１４日 

～令和４年１１月２８日 

令和４年１０月３１日 

～令和４年１１月１１日 

調査方法 

郵送による配付、郵送 

またはインターネット 

による回答 

学校経由での配付、 

郵送またはインターネット 

による回答 

学校経由での配付、 

インターネットによる回答 

 

３．配布件数 
 

 住民調査 保護者調査 小中学生調査 

調査対象者数 

（配布数） 
２，０００件 549件 1,028件 

有効回収数 ８３９件（８４３件） ２５５件（２５７件） ８１１件（８１１件） 

有効回収率 ４２．０％（４２．２％） 46．4％（４６．８％） ７８．９％（７８．９％） 

 

４．報告書の見方 
 

分析結果を見る際の留意点は以下の通りとなっています。 

（１） 「ｎ」は「ｎｕｍｂｅｒ」の略で、比率算出の母数です。 

（２） 単数回答の場合、本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入し、小数

点第１位までを表記しています。このため、百分率の合計が１００．０％とならない場合があります。 
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男性

39.2%

女性

59.0%

どちらでもない

/答えたくない

1.1%

無回答

0.7%

(n=839)

29歳以下

6.0%
30～39歳

9.3%

40～49歳

14.4%

50～59歳

14.8%
60～69歳

23.6%

70～79歳

31.0%

無回答

1.0%

(n=839)

ひとり暮らし

13.9%

夫婦のみ

26.2%

二世代（親子のみ）

43.3%

三世代以上

（祖父母、父母、子等）

11.4%

その他

4.4%

無回答

0.7%

(n=839)

8.7

10.8

6.4

7.0

5.2

20.6

50.7

4.1

0% 20% 40% 60%

小学校入学前の子どもがいる

小学生の子どもがいる

中学生の子どもがいる

高校生の子どもがいる

学生（大学生等）の子どもがいる

その他

子どもはいない

無回答 (n=839)

66.7

31.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

市内

市外

無回答

(n=839)

75.5

22.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80%

高知県内

高知県外

無回答

(n=265)

Ⅱ 住民調査の結果 

１．回答者について 

 

【性別】 【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族構成】 【子どもの有無】 
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42.4

40.3

33.3

22.3

20.4

15.1

13.6

10.4

8.2

3.7

1.9

4.5

17.6

0.5

0% 20% 40% 60%

テレビやラジオの視聴

インターネット

（ＹｏｕＴｕｂｅ等を含む）の利用

図書・雑誌の購入

図書館の利用

職場の教育、研修への参加

美術館、博物館の利用

自主的な集まり、サークル活動への参加

講座や教室への参加（公民館や

図書館、美術館、博物館等）

講座や教室への参加（民間の

カルチャーセンターやスポーツクラブ等）

講座や教室への参加

（高等学校、大学、大学院、専門学校等）

通信教育

その他

学習したことがない

無回答 (n=839)

41.7

38.5

35.4

26.0

24.0

19.5

19.3

16.6

15.6

11.7

2.5

13.6

1.5

0% 20% 40% 60%

家庭での生活に役立つもの

（料理、ガーデニング、日曜大工等）

健康に関するもの（健康法、食事・栄養等）

趣味・文化・芸術に関するもの

（音楽、美術、茶道、華道、舞踊、書道等）

教養的なもの（文学、歴史、科学、語学等）

情報通信技術（ＩＣＴ）に関するもの

（スマートフォン・パソコンやインターネット等）

仕事や就職・転職の上で必要な

知識・技能に関するもの（資格取得等）

スポーツに関するもの

（球技、水泳、ランニング等）

自然体験や生活体験等の体験活動

ボランティア・地域づくり活動に関するもの

（環境、福祉、防災等）

子育てや教育に関するもの

その他

特にない

無回答 (n=839)

２．生涯学習（自主的な学習活動）について 

■問１ あなたは、この１年間くらいの間に、

どのような方法で学習したことがありま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

生涯学習の学習方法は、「テレビやラ

ジオの視聴」と「インターネット（ＹｏｕＴｕ

ｂｅ等を含む）の利用」が４割を超えて高

くなっています。 

生涯学習を学習したことがない人の

理由は、「きっかけがない」が２９．１％で

最も高く、次いで「仕事が忙しくて時間

がない」が２７．７％、「特にない」が 

２３．０％となっています。 

（問１-２・省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問２ あなたが今後やってみたい学習

はありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

今後やってみたい学習は、「家庭で

の生活に役立つもの（料理、ガーデニ

ング、日曜大工等）」、「健康に関するも

の（健康法、食事・栄養等）」、「趣味・文

化・芸術に関するもの（音楽、美術、茶

道、華道、舞踊、書道等）」が上位にあ

がっています。 
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1.0

1.7

2.1

2.3

1.2

2.2

1.3

2.0

0.8

1.7

9.4

2.8

11.7

8.8

16.4

14.2

16.4

14.0

14.9

11.2

10.4

9.7

26.3

15.5

27.1

32.2

27.8

30.6

27.3

30.9

29.0

33.6

29.2

32.1

17.9

26.9

4.5

4.3

3.9

6.3

5.4

4.8

3.2

4.8

5.8

7.3

4.5

8.7

3.1

3.5

2.9

2.2

3.3

3.8

2.7

2.2

4.5

2.3

2.1

6.2

42.3

39.7

36.2

34.9

36.1

34.4

38.5

36.7

37.9

37.7

29.6

30.9

10.4

9.7

10.6

9.5

10.3

9.8

10.4

9.5

11.3

9.2

10.1

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

生涯学習機会の充実ア

文化・芸術活動の充実イ

地域の伝統・文化の

保護や継承
ウ

文化財等の保護・保存エ

生涯スポーツの充実オ

図書館サービスの充実カ

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 わからない 無回答

■問３ 香美市における生涯学習環境の満足度と重要度について、どうお考えでしょうか。 

（満足度・重要度について、ア～カのそれぞれの項目に１つずつ○） 

香美市における生涯学習環境の満足度と重要度について、「満足」と「まあ満足」を合わせた『満足』は、

「カ 図書館サービスの充実」で３割台、それ以外の分野は１割台となっています。「非常に重要」と「重要」を

合わせた『重要』は、いずれの分野も５～６割程度となっています。 

前回調査と比べると、「カ 図書館サービスの充実」の満足度で『満足』は、今回調査の方が１７．４ポイン

ト上回っています。 

 

【満足度】 
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10.0

7.3

7.6

5.8

16.6

8.8

15.0

9.8

8.1

6.2

17.4

12.9

42.2

40.6

42.9

39.6

41.0

47.1

44.2

45.9

41.8

42.1

41.2

46.7

27.2

30.9

28.2

33.7

22.9

23.0

21.6

24.4

29.4

31.4

21.7

21.4

2.1

3.3

2.1

3.3

1.5

3.8

1.1

3.2

2.1

3.2

1.4

2.3

1.2

1.2

1.3

0.7

0.8

0.5

1.0

0.5

1.5

0.8

1.5

0.5

17.3

16.7

17.8

16.9

17.2

16.7

17.2

16.2

16.9

16.4

16.7

16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

生涯学習機会の充実ア

文化・芸術活動の充実イ

地域の伝統・文化の

保護や継承
ウ

文化財等の保護・保存エ

生涯スポーツの充実オ

図書館サービスの充実カ

非常に重要 重要 どちらともいえない さほど重要ではない 重要ではない 無回答

【重要度】 
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32.2

25.2

25.2

6.3

30.7

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講座や研修会への参加

（仕事で使う場合を含む）

打ち合わせや会議への参加

（仕事で使う場合を含む）

友人との交流

その他

オンラインミーティング

ツールを利用していない

無回答 (n=512)

89.1

25.8

23.6

17.8

5.1

3.5

1.4

6.4

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族や友人、仕事

関係での連絡・交流

生活全般、趣味等に

関わる情報収集・発信

仕事関係や地域活動に

関わる情報収集・発信

保護者間での連絡・交流

子どもの教育や育児

全般に関わる情報収集・発信

懸賞応募

その他

ＬＩＮＥを利用していない

無回答 (n=512)

40.6

35.2

12.7

6.1

3.1

1.0

1.6

32.2

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活全般、趣味等に

関わる情報収集・発信

家族や友人、仕事

関係での連絡・交流

仕事関係や地域活動に

関わる情報収集・発信

子どもの教育や育児全般に

関わる情報収集・発信

保護者間での交流

懸賞応募

その他

ＳＮＳを利用していない

無回答 (n=512)

67.2

29.7

22.5

22.3

14.3

12.9

5.3

6.3

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活全般、趣味等に

関わる情報収集・発信

ニュース動画の視聴

講座・講演会等の視聴、ｅラーニング

の受講（仕事で使う場合を含む）

仕事関係や地域活動に

関わる情報収集・発信

スポーツの試合観戦

子どもの教育や育児全般

に関わる情報収集・発信

その他

ＹｏｕＴｕｂｅ等の

動画を利用していない

無回答 (n=512)

３．インターネットの利用について 

■問４-１ （問４で「１．利用している」と答えた方に）それぞれのツールをどのように使ってい

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

オンラインミーティングツール、ＹｏｕＴｕｂｅ、ＳＮＳを「利用している」は６１．０％です。（問4・省略） 

オンラインミーティングツールとＳＮＳ（Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、Ｔｗｉｔｔｅｒ等）は利用していない人が、

それぞれ３割を超えています。利用している人では、ＳＮＳ（ＬＩＮＥ）の「家族や友人、仕事関係での連絡・交

流」が突出して高くなっています。 

オンラインミーティングツール、ＹｏｕＴｕｂｅ、ＳＮＳの操作・活用の講座への参加意向は、「関心がないので

参加しない」が３４．９％で最も高く、次いで「参加してみたい」が３０．２％、「参加する必要がない」が２７．

９％となっています。（問５・省略） 

 

【オンラインミーティングツール】 

（Ｚｏｏｍ、Ｇｏｏｇｌｅ Ｍｅｅｔ、Ｓｋｙｐｅ等） 

【ＹｏｕＴｕｂｅ等の動画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＳＮＳ】（ＬＩＮＥ） 【ＳＮＳ】（Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、Ｔｗｉｔｔｅｒ等） 
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59.8

38.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

利用したことがある

利用したことがない

無回答

(n=839)

４．公民館や市内の施設について 

■問６ 市内には、中央公民館と地区公民館（コミュニティセンターを含む）を併せて１３の公

民館がありますが、あなたはいずれかの公民館を利用したことがありますか。（１つに○） 

市立公民館の利用の有無は、「利用したことが

ある」が５９．８％、「利用したことがない」が 

３８．７％となっています。 

 

 

 

 

 

 

■問６-１ （市立公民館を「１．利用したことがある」と答えた方に）どのようなことで利用され

ましたか。（あてはまるものすべてに○） 

市立公民館の利用形態は、「施設で行われる

講演会、講座等への参加」が４５．８％で最も高

く、次いで「ホールでのイベント（演奏会、習い事

の発表会等）への参加・見学」が４４．８％、「会

合、会議等のために、部屋を一時的に利用」が 

３８．２％となっています。 

市立公民館の利用頻度は、「数年に１回程度」

が最も高く、「数か月に１回程度」以下の人が 

約８割となっています。（問6-２・省略） 

市立公民館を利用しない理由は、「利用する

機会がないから」が５割を占めています。 

（問6-３・省略） 

 

■問７ あなたは次の施設を知っていたり、利用したりしたことがありますか。 

（ア～ウのそれぞれの項目について、１つに○） 

「ウ アンパンマンミュージアム」と「ア 市

立美術館」は「利用したことがある」が５割を

超えていますが、「イ 吉井勇記念館」は２割

以下となっています。 

前回調査と比べると、「ウ アンパンマンミ

ュージアム」がやや高くなっています。 

 

利用しない理由では、いずれも「利用する

機会がないから」が５割を超えています。

（問７-１・省略） 

45.8

44.8

38.2

24.7

3.8

3.8

1.4

0% 20% 40% 60%

施設で行われる講演

会、講座等への参加

ホールでのイベント（演奏会、

習い事の発表会等）への参加・見学

会合、会議等のために、

部屋を一時的に利用

自主的なサークル活動、

団体活動での利用

待ち合わせ場所や時間

調節等の休息場所に利用

その他

無回答 (n=502)

55.7

55.9

18.7

20.0

71.0

67.8

34.3

32.1

52.8

50.9

25.4

22.5

6.8

3.5

22.9

18.9

1.3

1.5

3.2

8.5

5.6

10.2

2.3

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=599)

市立

美術館
ア

吉井勇

記念館
イ

アンパンマン

ミュージアム
ウ

利用した

ことがある

知っているが利用

したことがない

知らない 無回答
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7.3

0.6

2.0

1.1

4.6

2.4

9.2

3.2

1.7

1.3

5.6

7.6

4.3

9.1

2.7

4.6

58.2

48.0

39.8

39.9

47.0

29.4

64.2

33.4

28.8

22.9

37.9

48.0

36.5

47.7

46.5

47.4

6.6

6.8

5.6

5.0

6.3

7.9

8.0

7.2

6.4

5.7

5.5

5.6

6.8

12.0

12.6

19.2

22.6

38.4

46.8

48.0

35.9

54.1

13.0

50.1

57.0

63.8

44.0

32.2

45.8

24.9

32.3

22.6

5.4

6.2

5.7

6.0

6.2

6.2

5.6

6.2

6.1

6.3

7.0

6.6

6.7

6.3

5.8

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民グラウンドア

市民グラウンドテニスコートイ

土佐山田（旧宝町）グラウンドウ

土佐山田（旧宝町）テニスコートエ

土佐山田（旧宝町）体育館オ

佐岡体育館カ

土佐山田スタジアムキ

香北グラウンド（土のグラウンド）ク

香北総合型競技施設（ペタンク場他）ケ

農村広場（芝のグラウンド）コ

香北体育センター（体育館）サ

香北Ｂ＆Ｇ海洋センター（プール）シ

物部グラウンドス

市立小中学校グラウンド・体育館

武道場等（鏡野中・香北武道館、

之善館弓道場）

県立学校体育館・グラウンド

（山田高等学校、山田特別支援学校）

セ

ソ

タ

(n=839)

過去５年間に

利用したことがある

知っているが、

利用したことがない

利用できること

を知らない

施設があること

を知らない

無回答

■問８ 香美市にある次の体育施設を知っていたり、利用したりしたことがありますか。 

（ア～タのそれぞれの項目について、１つに○） 

香美市にある体育施設の認知度・利用の有無について、「過去５年間に利用したことがある」という回答

が最も高い「キ 土佐山田スタジアム」でも１割以下で、すべての項目で「知っているが、利用したことがな

い」「利用できることを知らない」または「施設があることを知らない」が大半を占めています。 
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50.3

36.7

32.9

23.6

10.1

3.9

22.3

2.0

65.9

51.6

42.6

26.2

11.0

2.8

11.5

5.5

0% 20% 40% 60% 80%

地域の誰もが気軽にスポーツができる

場所（施設等）を提供すること

スポーツ教室や行事の

情報を提供すること

スポーツ教室やスポーツ

イベントを開催すること

スポーツを通じた住民

同士の交流を推進すること

スポーツ教室やスポーツ大会

への参加を勧めること

その他

わからない

無回答

今回調査(n=839)

前回調査(n=599)

26.3

13.0

7.3

3.9

35.8

12.5

1.2

0% 20% 40%

週２回以上

週１回程度

月１回程度

年２・３回程度

ほとんど運動する習慣がない

全く運動しない

無回答 (n=839)

５．スポーツについて 

■問９ あなたは１回３０分以上の「軽く汗をかく運動」をどの程度していますか。（１つに○） 

１回３０分以上の運動（軽く汗をかく運動）の実

施頻度は、「週１回程度」以上が３９．３％で、「年

２・３回程度」までを合わせても約５割にとどまっ

ています。 

継続期間は、「１年以上前から」が約８割となっ

ています。「１年以上前から」「年２・３回程度」以

上の運動をしている人は、回答者全体の約４割

となります。（問９-１・省略） 

運動しない理由は、「運動したいが時間的余

裕がない」が最も高くなっていますが、「運動自

体に興味はあるがきっかけがない（何をすれば

良いかわからない）」が２割近くあります。 

（問９-２・省略） 

また、興味のある運動は、「簡単な体操（ストレ

ッチ・軽体操・ラジオ体操・ヨガ等）」、「ウォーキン

グ」が高くなっています。（問９-３・省略） 

 

 

■問１０ あなたは、香美市におけるスポーツの振興のために市がどのような支援をすると良

いと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

スポーツの振興のためにあると良い支

援は、「地域の誰もが気軽にスポーツが

できる場所（施設等）を提供すること」が 

５０．３％で最も高くなっています。 

前回調査と比べると、いずれの回答も

下回っている一方で、「わからない」の割

合が上昇しています。 
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93.1

41.6

60.7

1.5

28.1

17.3

6.4

24.7

88.4

56.4

63.2

33.8

5.1

14.5

20.6

48.0

16.2

13.1

9.4

12.5

14.1

10.1

7.4

4.4

22.1

21.1

10.6

26.8

8.2

11.1

18.5

6.0

16.3

22.8

29.2

7.5

14.7

15.5

26.9

19.3

39.8

15.6

25.0

48.9

14.9

27.1

0.7

32.4

14.5

82.7

41.0

69.8

77.6

52.1

2.9

23.4

11.3

33.3

81.9

66.0

59.5

21.6

60.3

42.7

70.2

58.3

32.8

70.6

61.0

1.8

3.9

3.7

5.1

4.1

4.6

4.9

4.8

2.7

3.9

2.7

3.7

5.5

4.8

4.4

3.5

4.2

4.4

4.8

4.2

4.3

4.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

龍河洞（国）

谷重遠（谷秦山）墓所（国）

山田堰（県）

津野親忠の墓（県）

野中神社（お婉堂）（市）

公儀の井戸（市）

新改古墳（市）

神母神社楠の大木（市）

八王子宮（市）

大川上美良布神社（社殿）（県）

轟の滝（日本の滝百選）（県）

大川上美良布神社の御神幸（おなばれ）（県）

袈裟襷文銅鐸二基（県）

高照寺地蔵堂

大川上美良布神社通夜殿

大荒の滝

三嶺・天狗塚のミヤマクマザサ

及びコメツツジ群落

土佐の神楽（いざなぎ流御祈祷）

大栃のムクノキ

小松神社

塩の道

神池の柳

（市）

（市）

（市）

（国）

（国）

（県）

（市）

（市）

（市）

太刀踊り（市）

土
佐
山
田
町

香
北
町

物
部
町

(n=839)

行ったこと（見たこと）がある 行ったことはないが知っている 知らない 無回答

６．文化財について 

■問１１ 香美市の文化財（建造物・史跡・天然記念物・無形民俗）について、知っていたり、行

ったりしたことがありますか。（それぞれの文化財について、１つに○） 

香美市の文化財（建造物・史跡・天然記念物・無形民俗）の認知度・訪問歴は、「行ったこと（見たこと）が

ある」が高い順に「龍河洞」（９３．１％）、「八王子宮」（８８．４％）、「轟の滝（日本の滝百選）」（６３．２％）、「山

田堰」（６０．７％）、「大川上美良布神社（社殿）」（５６．４％）となっています。 

一方で「知らない」は、「津野親忠の墓」、「袈裟襷文銅鐸二基」が８割を超えています。 
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33.7

23.2

22.2

21.6

21.3

21.0

16.2

16.0

14.9

10.5

7.2

2.1

22.2

3.7

0% 20% 40%

フィールドワーク（まちあるき、

史跡めぐり、古道を歩くウォーキング等）

季節等に合わせた「文化財お出かけ情報」

のＳＮＳ発信や動画配信

文化財に関する看板設置

（説明板、道順の案内板）

伝統芸能（踊りや神楽、おなばれ等）の公開

わかりやすく文化財を紹介する

メディア（アニメや漫画等）

文化財総合パンフレット「香美市文化財

まちあるきマップ」のバージョンアップ

文化財についてのシンポジウム、講演会等

ワークショップ（いざなぎ流の御幣切り

体験、舞神楽体験、火起こし体験等）

遺跡の発掘体験

博物館等文化財を展示する文化施設の新設

古文書調査と保管に関する講座

その他

特にない

無回答 (n=839)

80.8

66.4

55.5

48.2

44.0

40.0

37.4

21.1

2.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

龍河洞や轟の滝に代表

される名勝天然記念物

土佐打刃物の伝統と技術

フラフ（五月の節句に

飾られる色とりどりの旗）

いざなぎ流舞神楽や大川上美良布神社

の御神幸に代表される無形民俗文化財

田舎寿司や手打ちそば、鹿肉

料理（ジビエ）等の食文化

野中兼山、谷秦山等近世の偉人と史跡

（山田堰、谷重遠墓所）

大川上美良布神社や百年舎（国登録

文化財）に代表される建造物

ひびのき遺跡や伏原大塚古墳

に代表される埋蔵文化財

その他

無回答 (n=839)

■問１２ あなたが香美市のシンボルとして保存活用したら良いと思うものは、次のうちどれ

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

香美市のシンボルとして保存活用した

ら良いと思うものは、「龍河洞や轟の滝に

代表される名勝天然記念物」、「土佐打刃

物の伝統と技術」、「フラフ（五月の節句に

飾られる色とりどりの旗）」の順に高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問１３ 文化財を活用するための香美市の取組の中で、参加したい、見てみたいと思うもの

は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

文化財を次世代に伝えていくことの重

要性は約９割の人が肯定していますが

（問１４・省略）、文化財を活用するための

香美市の取組の中で、参加したいもの

は、「フィールドワーク（まちあるき、史跡

めぐり、古道を歩くウォーキング等）」が３

３．７％で最も高い一方で、「特にない」が

２割を超えています。 
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0.1

6.1

8.3

6.9

3.1

3.9

13.9

56.6

1.0

0% 20% 40% 60%

ほぼ毎日

週１回程度

月１回程度

数か月に１回程度

半年に１回程度

年に１回程度

数年に１回程度

これまで利用したことがない

無回答 (n=839)

７．図書館について 

■問１５ あなたの市立図書館（かみーる・香北分館・物部分館）の利用頻度はどのくらいです

か。（１つに○） 

市立図書館の利用頻度は、「これまで利用した

ことがない」が５６．６％で最も高く、「数か月に１

回程度」以上が２１．４％、「半年に１回程度」と「年

に１回程度」をあわせて７．０％、「数年に１回程

度」が１３．９％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問１６ あなたは図書館にどのような役割を望まれますか。（あてはまるものすべてに○） 

図書館に望む役割は、「さまざまな図書・

雑誌・新聞の提供（貸出し・閲覧）」が 

６９．４％で最も高く、次いで「子どもの読書

活動の推進」が４３．５％、「レファレンスサー

ビス（調べものに関する支援）」が３５．０％と

なっています。 

   

69.4

43.5

35.0

23.2

22.9

22.2

21.7

20.1

18.8

17.4

11.2

9.7

9.3

4.9

5.5

0% 20% 40% 60% 80%

さまざまな図書・雑誌・

新聞の提供（貸出し・閲覧）

子どもの読書活動の推進

レファレンスサービス

（調べものに関する支援）

高齢者・障害者への読書支援

地域の人の交流の場

地域の情報発信拠点

（まちのイベントや観光情報等）

講演会・鑑賞会等文化的活動の場の提供

健康・医療情報の提供

子育て支援

データベースや電子書籍の提供

まちづくり活動の支援

ビジネス・就労情報の提供

市民の自己実現の場

その他

無回答 (n=839)
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11.3

6.4

7.7

8.9

3.3

8.4

3.1

3.9

2.9

1.7

3.0

4.5

4.1

3.9

21.9

31.3

20.1

30.4

12.6

26.0

17.5

20.1

12.3

21.5

14.7

26.0

14.2

30.2

28.0

35.8

30.6

35.8

28.7

34.1

33.4

36.6

31.8

42.5

30.8

36.3

29.4

39.4

4.9

5.6

6.1

5.9

8.6

9.2

8.6

14.2

7.7

7.8

9.1

8.4

5.8

4.5

3.6

2.8

3.3

0.3

4.3

1.1

3.2

6.7

4.5

1.7

5.2

2.5

4.1

2.0

25.9

10.3

26.7

10.6

36.0

13.7

28.2

10.9

34.8

17.3

31.6

15.4

36.9

12.8

4.4

7.8

5.4

8.1

6.4

7.5

6.0

7.5

6.0

7.5

5.7

7.0

5.5

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=358)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=358)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=358)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=358)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=358)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=358)

今回調査

(n=839)

前回調査

(n=358)

あいさつ等の礼儀やマナーア

子どもたちの元気さイ

子どもの地域行事

への参加
ウ

子どもを取り巻く

地域の安全性
エ

地域の教育力オ

社会全体で地域の子どもを

育てようとする意識の高まり
カ

家庭・地域・学校の連携

による教育
キ

良くなって

いる

どちらかと

いえば、良く

なっている

どちらとも

いえない

どちらかと

いえば、悪く

なっている

悪くなって

いる

わからない 無回答

45.2

30.0

21.6

17.9

13.5

7.0

6.7

15.1

0% 20% 40% 60%

イベント（おはなし会、映画

会、マルシェ等）の充実

来館せずに利用できる

サービス（Web申請等）

メール配信サービス

（新着本、おすすめの本等）の充実

他市町村との共同保存書庫

（デポジットライブラリー機能）

複写サービスの拡充

（資料のメール送信サービス）

予約資料の有料宅配サービス

その他

無回答 (n=839)

■問１７ 今後、図書館で充実すべきと考える機能・サービスは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

今後、図書館で充実すべきと考える機能・サー

ビスは、「イベント（おはなし会、映画会、マルシェ

等）の充実」に次いで「来館せずに利用できるサ

ービス（Ｗｅｂ申請等）」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

８．香美市の教育について 

■問１８ 香美市の子どもたちを見て、ここ５年くらいの間に香美市の教育や子どもを取り巻く環

境はどのようになってきていると感じますか。（ア～キのそれぞれの項目について、１つに○） 

香美市の教育や子どもを取り巻く環境に対して、「良くなっている」と「どちらかといえば、良くなってい

る」を合わせた『良くなっている』は、「ア あいさつ等の礼儀やマナー」、「イ 子どもたちの元気さ」が他の

項目より高くなっています。いずれの項目も前回調査を下回っています。 
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44.9

29.6

22.8

17.9

17.2

11.8

38.4

0% 20% 40% 60%

国際バカロレア認定校

よってたかって教育

香美市学園都市構想

地域学校協働活動

コミュニティ・スクール

ＣＳＴ拠点校

無回答

(n=839)

28.5

36.9

14.7

17.2

2.7

37.6

30.2

10.4

16.7

5.2

0% 20% 40%

愛着がある

どちらかといえば愛着がある

どちらかといえば愛着はない

愛着はない

無回答
今回調査(n=839)

前回調査(n=599)

※１

25.3

40.4

17.8

13.8

2.7

34.1

40.9

8.8

12.9

3.3

0% 20% 40% 60%

愛着がある

どちらかといえば愛着がある

どちらかといえば愛着はない

愛着はない

無回答
今回調査(n=839)

前回調査(n=599)

※１

■問１９ あなたは、次のような香美市の教育の取組について知っていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

香美市の教育の取組の認知度は、「国際バカ

ロレア認定校」が４４．９％で最も高く、「よってた

かって教育」は約３割にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問２０ 県立山田高等学校について、地域の高等学校として愛着はありますか。（１つに○） 

■問２１ 高知工科大学について、地域の大学として愛着はありますか。（１つに○） 

県立山田高等学校への愛着は、「愛着がある」と「どちらかといえば愛着がある」を合わせた『愛着があ

る』が６５．４％で、前回調査と比べると２．４ポイント下回っています。「愛着がある」の低下が大きくなって

います。 

高知工科大学に対しては、『愛着がある』が６５．７％で、前回調査と比べると９．３ポイント下回っていま

す。県立山田高等学校と同様に「愛着がある」の低下が大きくなっています。 

【県立山田高等学校】     【高知工科大学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 前回調査の選択肢は「あまり愛着はない」 
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45.6

37.8

37.8

32.1

26.3

18.7

13.7

11.7

10.7

9.5

8.8

1.1

6.1

2.4

42.7

36.7

46.9

29.4

37.6

23.9

17.5

15.0

10.2

11.7

7.5

1.5

2.5

3.0

0% 20% 40% 60%

自分やまわりの人を大切

にする心や態度を育てる

遊びを中心とした

さまざまな経験ができる

基本的な生活習慣を身につけることを

家庭と保育所や幼稚園が連携して行う

感性・創造力・チャレンジ力等

子どもの個性を伸ばす

保護者に対し、「しつけ」を各家庭で

きちんと行うことの大切さを教える

きまりを守り、良いことをしようと

する心や公共心、社会性を高める

体力を高め、たくましさを養う

地域の人やいろいろな

人とのかかわりを深める

文字や、数字への関心を

高める等の知的な活動を行う

小学校との連携を深め、子ども

の育ちを連続して見守る

安全教育や防災教育を充実する

その他

わからない

無回答

今回調査(n=839)

前回調査(n=599)

54.1

32.0

30.7

12.7

11.4

10.3

7.5

6.2

6.0

4.3

2.6

56.0

35.6

36.5

15.8

15.2

12.1

10.3

8.0

4.3

2.3

0% 20% 40% 60%

通学の見守り

学校の環境整備（花壇の手入れ、

草刈り、木の伐採等）への支援

学校行事・授業への参加（本の読み聞かせや

社会見学・遠足・体験学習等への協力）

子育ての相談にのる等

子育て支援に関すること

自分の特技を教えること

（地域の食材を使った調理の指導等）

スポーツ・健康づくりの指導

「まちの先生」として活動すること

体験学習の場所を提供すること

（米作り、収穫体験等）

地域の歴史、文化の伝承

その他

無回答

今回調査(n=466)

前回調査(n=348)

■問２２ 幼児教育（小学校入学前までの教育）において、これからどのようなことに力を入れ

てほしいと思いますか。（３つまで○） 

幼児教育において、これから力を入れて

ほしいことは、「自分やまわりの人を大切に

する心や態度を育てる」が４５．６％で最も

高く、次いで「遊びを中心としたさまざまな

経験ができる」と「基本的な生活習慣を身に

つけることを家庭と保育所や幼稚園が連携

して行う」がともに３７．８％となっています。 

前回調査と比べると、「保護者に対し、「し

つけ」を各家庭できちんと行うことの大切さ

を教える」は１１．３ポイント下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問２３-１ （問２３で「１．はい」と答えた方に）あなたが教育に協力できること・したいことは

次のどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

地域教育に協力意向がある人は、 

５５．５％ですが、前回調査をやや下回っ

ています。（問２３・省略） 

協力できること・したいことでは「通学

の見守り」が最も高く５割を超えていま

す。 

協力したいと思わない理由は、「仕事

が忙しくて時間がない」、「体力・健康に自

信がない」が約３割で高くなっているもの

の、「どのような協力が必要なのか情報が

ない、または情報の入手方法がわからな

い」が２２．４％となっています。 

（問23-2・省略）   
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男性

14.1%

女性

80.8%

どちらでもない

／答えたくない

5.1%

無回答

0.0%

(n=255)

29歳以下

1.2%

30～39歳

29.8%

40～49歳

60.0%

50～59歳 7.8%

60～69歳 0.0%

70～79歳 0.8% 無回答

0.4%

(n=255)

二世代世帯（親子のみ）

84.7%

三世代以上の世帯

（祖父母、父母、子等）

13.3%

その他

2.0%
無回答

0.0%

(n=255)

小学校１年生

36.9%

小学校５年生

34.9%

中学校２年生

27.5%

無回答

0.8%

(n=255)

47.5

52.2

0.4

0% 20% 40% 60%

市内

市外

無回答

(n=255)

75.2

23.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

高知県内

高知県外

無回答

(n=133)

Ⅲ 保護者調査の結果 

１．回答者について 

 

【性別】 【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出身地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族構成】 【子どもの年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンラインミーティングツール、ＹｏｕＴｕｂｅ、ＳＮＳを利用している人は８３．９％で、そのうち９３．０％が 

ＳＮＳ（ＬＩＮＥ）を「家族や友人、仕事関係での連絡・交流」で利用しています。（F7、F7-1・省略）   



17 

29.0 28.7 (+0.3)

34.5 28.8 (+5.7)

40.8 37.7 (+3.1)

39.6 39.3 (+0.3)

32.1 31.3 (+0.8)

49.4 43.6 (+5.8)

21.2 34.4 (-13.2)

23.5 24.0 (-0.5)

13.3 17.3 (-4.0)

20.8 23.2 (-2.4)

31.4 30.5 (+0.9)

32.5 34.1 (-1.6)

12.1 8.6 (+3.5)

今回
調査

(n=255)

前回
調査

(n=358)

差

良くなっている　計
（「良くなっている」と「どちらかとい

えば、良くなっている」の計）

9.0

9.8

13.3

12.5

9.0

16.9

6.7

5.5

3.5

5.5

9.0

8.6

3.9

20.0

24.7

27.5

27.1

23.1

32.5

14.5

18.0

9.8

15.3

22.4

23.9

8.2

39.6

40.0

37.3

40.0

41.2

31.8

41.2

44.7

58.0

46.7

39.2

42.7

48.2

6.3

7.8

8.2

7.1

7.5

4.7

14.9

16.5

9.8

9.8

8.2

8.2

14.5

2.0

1.6

2.4

2.7

3.1

1.6

9.0

4.3

3.5

3.1

4.7

1.6

6.7

23.1

15.7

11.0

10.6

15.7

12.2

13.7

10.6

14.9

19.6

16.5

14.1

18.4

0.0

0.4

0.4

0.0

0.4

0.4

0.0

0.4

0.4

0.0

0.0

0.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもたちの学力ア

基本的な生活習慣の定着イ

あいさつ等の礼儀やマナーウ

子どもたちの元気さエ

学校における教員の指導力オ

学校の施設・設備カ

子どもの地域行事への参加キ

子どもを取り巻く地域の安全性ク

家庭の教育力ケ

地域の教育力コ

社会全体で地域の子どもを

育てようとする意識の高まり
サ

家庭・地域・学校の連携による教育シ

地域や家庭環境等による教育格差ス

良くなっている どちらかといえば、

良くなっている

どちらとも

いえない

どちらかといえば、

悪くなっている

悪くなっている わからない 無回答

(n=255)

２．香美市の教育施策について 

■問１ 香美市の子どもたちを見て、ここ５年くらいの間に香美市の教育や子どもを取り巻く

環境はどのようになってきていると感じますか。 

（ア～スのそれぞれの項目について、１つに○） 

香美市の教育や子どもを取り巻く環境の評価を前回調査と比べると、「イ 基本的な生活習慣の定着」と

「カ 学校の施設・設備」で『良くなっている』（「良くなっている」「どちらかといえば、良くなっている」の計）は

約６ポイント上回っているものの、「キ 子どもの地域行事への参加」では、１３．２ポイント下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



18 

72.5

52.9

45.9

45.5

45.1

34.1

32.2

29.8

26.7

26.3

21.6

21.6

17.3

2.4

0.4

1.6

58.9

39.9

39.9

34.4

28.5

33.0

28.8

26.8

24.0

17.3

11.2

16.8

27.1

1.7

8.1

0% 20% 40% 60% 80%

基礎学力の向上

いじめ・不登校問題

先生の資質

健康づくり・体力の向上

体験活動の充実

道徳心・人権意識・規範意識の育成

基本的な生活習慣の定着

家庭・地域・学校の連携

家庭でのコミュニケーション

地域や家庭環境による教育格差

子どもの貧困問題

学校の施設・設備

家庭でのしつけ

その他

関心があることはない

無回答

今回調査(n=255)

前回調査(n=358)

■問２ 香美市の子どもへの教育に関連して、現在、特に関心があることを教えてください。 

（あてはまるものすべてに○） 

子どもへの教育に関連して、特に関心があることは、「基礎学力の向上」が７２．５％で最も高く、次いで

「いじめ・不登校問題」が５２．９％、「先生の資質」が４５．９％、「健康づくり・体力の向上」が４５．５％、「体験

活動の充実」が４５．１％となっています。 

前回調査と比べると、「体験活動の充実」は１６．６ポイント上回っている一方、「家庭でのしつけ」は９．８ポ

イント下回っています。 
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幼児教育・保育に

関する施策の充実

学校・保育施設の安全性

放課後の子ども

の居場所づくり

地域に開かれた学校づくり

特色ある学校づくり

子どもの確かな

学力の育成

外国語教育の推進

子どもへの健康

教育や体力づくり 豊かな心を育む

道徳・人権教育

教職員の指導力の向上

教育のＩＣＴ化

香美市の自然・歴史・文化

を活かしたふるさと学習

障がいのある子ども

への特別支援教育
学校給食の充実

青少年の健全育成

家庭教育に

関する施策の充実

生涯学習機会の充実

文化・芸術活動の充実

地域の伝統・文化

の保護や継承

文化財等の保護・保存

生涯スポーツの充実

図書館サービスの充実

3.40

3.60

3.80

4.00

4.20

4.40

4.60

2.90 3.10 3.30 3.50 3.70 3.90 4.10

重点取組エリア 継続取組エリア

取組検討エリア取組強化エリア

満足度平均

3.42 

重要度平均

3.97  

満足度低い 満足度高い

重
要
度
高
い

重
要
度
低
い

■問３ 香美市における教育施策の満足度と重要度について、どうお考えでしょうか。 

（満足度・重要度について、ア～ニそれぞれの項目に１つずつ○） 

満足度と重要度をポートフォリオ分析でみると、優先して充実が求められている「重点取組エリア」に

は、「コ 教職員の指導力の向上」を含む６項目が該当します。 

※回答選択肢を「満足」「非常に重要」＝５点、「まあ満足」「重要」＝４点、「どちらともいえない」＝３点、「や

や不満」「さほど重要ではない」＝２点、「不満」「重要ではない」＝１点として点数化 

 

【ポートフォリオ分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリア 説 明 

重点取組エリア 重要度が高いにも関わらず、満足度が低く、優先して充実が求められている項目 

継続取組エリア 満足度も重要度も高いため、継続して充実する必要がある項目 

取組強化エリア 
満足度は低いものの重要度も低いため、他の項目の優先順位を勘案しながら、満足度を向

上していくべき項目 

取組検討エリア 
満足度は高く、重要度が低いため、今後場合によっては満足度の低い他の項目へ優先順位

をシフトしていくことを検討する必要がある項目 
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62.0

61.6

36.5

33.3

26.7

12.2

14.9

0% 20% 40% 60% 80%

よってたかって教育

国際バカロレア認定校

コミュニティ・スクール

地域学校協働活動

香美市学園都市構想

CST拠点校

無回答 (n=255)

80.4

76.5

52.2

36.5

21.2

11.8

9.4

0.4

2.4

0.0

0.0

75.7

72.6

58.7

41.1

18.2

7.3

10.6

1.7

0.8

0.6

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

明るく元気で、心身ともに

健やかに育つようになってほしい

人を思いやり、支え合う優しい

心を持つようになってほしい

意欲があり、何事にも進んで

取り組むようになってほしい

協調性があり、コミュニケーション

能力が豊富であってほしい

学力が高く、豊富な知識

を持つようになってほしい

感性があり、文化・芸術活動に

興味を持つようになってほしい

地域に貢献したい、人の役に立ちたい

という意識を持つようになってほしい

まちづくりの中心・地域の

リーダーになる存在になってほしい

その他

わからない

無回答
今回調査(n=255)

前回調査(n=358)

■問４ あなたは、次のような香美市の教育の取組について知っていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

香美市の教育の取組の認知度は、「よってたかっ

て教育」が６２．０％で最も高く、次いで「国際バカロ

レア認定校」が６１．６％、「コミュニティ・スクール」が

３６．５％、「地域学校協働活動」が３３．３％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．回答者の子どもについて 

■問５ お子さんは、どのように育ってほしいと思いますか。（３つまで○） 

子どもにどのように育ってほしいかは、

「明るく元気で、心身ともに健やかに育つよ

うになってほしい」が８０．４％で最も高く、次

いで「人を思いやり、支え合う優しい心を持

つようになってほしい」が７６．５％、「意欲が

あり、何事にも進んで取り組むようになって

ほしい」が５２．２％となっています。 

前回調査と比べると、「意欲があり、何事

にも進んで取り組むようになってほしい」は

６．５ポイント下回っています。 
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58.7

31.6

21.3

19.4

18.1

0.0

7.1

0.0

49.5

39.9

25.5

21.6

20.2

4.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

運動の習い事（水泳、空手、

ダンス、野球、バレーボール等）

学習塾

書道（毛筆、硬筆）

楽器（ピアノ等）

英会話・英語塾

パソコン

その他

無回答

今回調査(n=155)

前回調査(n=208)

88.5

59.3

48.8

36.4

21.1

12.4

9.6

3.3

0.5

0.0

1.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

動画を見る

調べものをする

パソコンやゲーム機でゲームをする

メールやLINEなどの

SNSでやり取りをする

パソコンソフト（アプリ）

などを使って学習する

SNSに投稿する、SNSの情報を見る

音楽をダウンロードする

文書を書く、計算をする

買い物をする

自分のホームページを管理する

その他

無回答 (n=209)

■問６-１ （問６で「１．はい」と答えた方に）それはどのような習い事ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

子どもが習い事をしている割合は６０．８％

で、今回調査と前回調査で大きな差はありま

せん。（問６・省略） 

子どもの習い事は、「運動の習い事」が最も

高く、次いで「学習塾」となっています。前回調

査と比べて、「運動の習い事」が高く、「学習

塾」は低くなっています。 

子どもに習い事をさせる理由は、「本人が行

きたがったから」、「教育、能力向上のため」が

６割を超えています。前回調査と比べると、「本

人が行きたがったから」は１２．１ポイント上回っ

ています。（問6-2・省略） 

 

 

■問８-１ （問８で「１．利用している」と答えた方に）インターネットを利用して何をしています

か。（あてはまるものすべてに○） 

子どもがインターネット利用しているのは

８２．０％で（問８・省略）、その利用形態は、

「動画を見る」が８８．５％で最も高く、次い

で「調べものをする」が５９．３％、「パソコン

やゲーム機でゲームをする」が４８．８％とな

っています。 

子どもがメールや情報機器の通信機能を

使用したことによるトラブルは、「トラブルが

起きたことはない」が９２．３％で前回調査を

１５．８ポイント上回っています。 

（問８-２・省略） 
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44.5

41.6

38.8

37.3

25.4

23.0

8.6

7.7

3.8

0% 20% 40% 60%

使って良い時間数

（何時間まで等）を決めている

アプリをダウンロードをするとき

は保護者に伝えると決めている

使って良い時間帯

（夜は9時まで等）を決めている

使って良いアプリを決めている

LINE等のSNSで気を

つけることを話し合っている

使って良い場所（リビング

ルームで使う等）を決めている

その他

決めている約束ごと等はない

無回答 (n=209)

65.8

56.6

42.9

31.1

29.1

25.0

24.0

18.4

16.8

12.8

10.7

6.1

4.6

0.5

43.3

46.1

31.6

31.3

14.8

17.0

27.1

17.0

17.3

10.6

12.8

5.9

4.5

9.8

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの学力や学習状況

子どもの進学や進路

子どもの教育費

就職等将来のこと

子どもの体力や健康

子どもの素行や生活態度

家庭でのしつけや教育方法等

学校の雰囲気や子ども

の様子がよくわからない

携帯やスマートフォン、

インターネットの使い方

保護者同士の交流が少なく、

情報交換ができない

子どもと接する時間が

なかなかとれない

教育について気軽に相談

できる場所がわからない

その他

無回答

今回調査(n=196)

前回調査(n=221)

■問８-３ （問８で「１．利用している」と答えた方に）家の中での携帯電話やスマートフォンの

使い方について、お子さんと決めている約束ごと等はありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

家の中での携帯電話やスマートフォンの使い

方で子どもと決めている約束ごと等は、「使って

良い時間数（何時間まで等）を決めている」、「ア

プリをダウンロードをするときは保護者に伝える

と決めている」、「使って良い時間帯（夜は９時ま

で等）を決めている」、「使って良いアプリを決め

ている」が４割前後となっています。 

子どもにインターネットの危険性を教えている

のは８６．３％で、前回調査を６．４ポイント上回っ

ています。（問９・省略） 

 

 

 

 

 

４．子育てについて 

■問１０-１ （問１０で「１．大いにある」と「２．少

しある」に回答した方に）子育てのどのよう

なことに対して不安を感じたり、心配したり

することがありますか。（あてはまるものす

べてに○） 

子育ての不安が、「大いにある」、「少しある」と

回答したのは７６．９％で前回の７４．３％からわ

ずかに上昇しています。（問１０・省略） 

子育てへの不安や心配は、「子どもの学力や

学習状況」、「子どもの進学や進路」、「子どもの

教育費」の順に高く、いずれも前回調査を上回っ

ています。 
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78.4

59.6

48.6

35.7

24.7

20.4

12.9

11.0

4.3

1.2

2.0

0.4

73.7

54.7

45.3

35.2

21.2

10.6

6.4

7.5

3.9

2.0

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

保育所・幼稚園・学校といった

子どもが通っているところの教員等

他の保護者

近所の知人や友人

職場の上司や同僚

スクールカウンセラー、

スクールソーシャルワーカー

市の子育て支援センターや

健康相談に携わる保健師等

医療機関や療育機関の

医師やカウンセラー

インターネットや電話相談

その他

相談しようと思わない

無回答

今回調査(n=255)

前回調査(n=358)

50.2

47.8

45.5

34.5

27.1

23.1

23.1

19.6

3.9

3.9

2.7

1.2

0.0

0% 20% 40% 60%

夢や目標を持ち、その実現

に向けて挑戦していく力

たくましく生きるための健康や体力

互いを尊重し、認め合う力

学びから新しいものを生み出す

意欲を持って行動できる力

確かな学力

語学力や国際感覚

お金についての知識

ルールを守り、より良い

社会づくりに参加する力

郷土を愛し、大切にしていく力

「ものづくり」の力

その他

わからない

無回答 (n=255)

■問１１ 子どもの成長や学習、家庭や学校

での生活等、子育てについての相談は、

どのようなところ（人）にしたいと思いま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

子育てについての相談先は、「家族」、「保育

所・幼稚園・学校といった子どもが通っていると

ころの教員等」、「他の保護者」の順で、いずれも

前回調査を上回っています。また、「スクールカウ

ンセラー、スクールソーシャルワーカー」は前回調

査を９．８ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．教育について 

■問１２ これからの社会を生きるために、

子どもに特に必要と思う資質・能力は何

だと思いますか。（３つまで○） 

子どもに特に将来的に必要と思う資質・能力

は、「夢や目標を持ち、その実現に向けて挑戦し

ていく力」、「たくましく生きるための健康や体

力」、「互いを尊重し、認め合う力」が上位にあげ

られています。 
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53.3

52.9

43.9

27.5

25.1

17.6

14.9

14.9

12.9

11.0

5.9

0.8

1.2

0.0

39.4

53.6

37.7

35.2

26.8

15.9

16.5

15.4

25.4

9.5

8.7

1.4

2.2

3.6

0% 20% 40% 60%

遊びを中心とした

さまざまな経験ができる

自分やまわりの人を大切

にする心や態度を育てる

感性・創造力・チャレンジ

力等子どもの個性を伸ばす

基本的な生活習慣を身につけることを

家庭と保育所・幼稚園が連携して行う

きまりを守り、良いことをしよう

とする心や公共心、社会性を高める

小学校との連携を深め、

子どもの育ちを連続して見守る

文字や、数字への関心を

高める等の知的な活動を行う

体力を高め、たくましさを養う

保護者に対し、「しつけ」を各家庭

できちんと行うことの大切さを教える

地域の人やいろいろな人

とのかかわりを深める

安全教育や防災教育を充実する

その他

わからない

無回答

今回調査(n=255)

前回調査(n=358)

58.8

51.8

42.4

28.2

18.4

15.3

15.3

11.0

9.4

9.4

8.2

5.1

4.3

4.3

4.3

2.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

基礎的な学力

子どもが自ら考え、

主体的に判断する学習をする

自分やまわりの人の

人権を大切にする心や態度

児童・生徒一人ひとりの悩みや

問題に対して、ていねいに向き合う

外国語教育を充実させる

基本的な生活習慣やきまりを守る心

いじめや不登校、問題行動を減らす

地域の自然や文化、人とふれあい、

自分の住んでいる地域について知る

パソコン等電子機器を

使い、活用する力を高める

保育所・幼稚園、小学校、中学校がそれ

ぞれ連携し、スムーズな進級ができる

子どもの体力を向上させる

特別支援学級との

交流や共同学習を推進する

仕事への意欲や理解

音楽会や美術展等

文化に親しむ機会を増やす

安全教育や防災教育を充実させる

その他

わからない

無回答 (n=255)

■問１３ 幼児教育（小学校入学前までの教

育）において、これからどのようなことに

力を入れてほしいと思いますか。 

（３つまで○） 

幼児教育において、これから力を入れて

ほしいことは、「遊びを中心としたさまざまな

経験ができる」、「自分やまわりの人を大切

にする心や態度を育てる」が５割を超えてい

ます。 

前回調査と比べると、「遊びを中心とした

さまざまな経験ができる」は１３．９ポイント上

回っています。一方、「保護者に対し、『しつ

け』を各家庭できちんと行うことの大切さを

教える」は１２．５ポイント下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

■問１４ 小学校・中学校の教育において、

これからどのようなことに力を入れてほ

しいと思いますか。（３つまで○） 

小学校・中学校の教育において、これから

力を入れてほしいことは、「基礎的な学力」「子

どもが自ら考え、主体的に判断する学習をす

る」が５割を超えています。次いで「自分やまわ

りの人の人権を大切にする心や態度」があげ

られています。 
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77.3

54.9

44.3

19.2

19.2

16.9

12.9

7.5

1.6

6.7

0.4

73.2

48.6

49.4

19.0

25.7

12.8

12.0

6.1

1.1

8.9

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個々の子どもの特性にあった支援

将来に向けた就労支援

や進路指導の充実

友だちや集団との関わりのなか

でともに育ちあう環境の整備

関係機関の連携による支援の充実

教員や保育士等への特別

支援教育の理解を深める研修

小・中学校等他の学校との

交流や共同学習の推進

特別支援教育を理解

するための啓発活動を行う

安全教育や防災教育を充実する

その他

わからない

無回答

今回調査(n=255)

前回調査(n=358)

52.9

51.8

42.7

40.0

29.0

28.6

25.5

20.0

1.2

0.4

0% 20% 40% 60%

他人を思いやる心

自ら考え行動する力

自分自身や家族を大切にする心

基本的な生活習慣（早寝早起きなど）

社会のルールやモラルを守る心

命を大切にする心

家での学習や読書の習慣

家庭内での役割を

担うこと（お手伝いなど）

その他

無回答 (n=255)

■問１５ 特別支援学校の教育において、これからどのようなことに力を入れてほしいと思い

ますか。（３つまで○） 

特別支援学校の教育において、これから力を

入れてほしいことは、「個々の子どもの特性にあ

った支援」が７７．３％で最も高く、次いで「将来に

向けた就労支援や進路指導の充実」が 

５４．９％、「友だちや集団との関わりのなかでと

もに育ちあう環境の整備」が４４．３％となってい

ます。 

前回調査と比べると、「将来に向けた就労支援

や進路指導の充実」は６．３ポイント上回っていま

す。一方、「教員や保育士等への特別支援教育

の理解を深める研修」は６．５ポイント下回ってい

ます。 

県立山田特別支援学校の行事や取組の認知

度は、「知っている」（４７．５％）よりも「知らない」

（５１．８％）の割合が高いものの、前回調査より

９．０ポイント高くなっています。（問１６・省略） 

 

 

 

６．家庭でのお子さんとのかかわりについて 

■問１８ あなたが、家庭生活においてお子さんに身につけてほしいことは何ですか。（３つま

で○） 

家庭生活において子どもに身につけてほ

しいことは、「他人を思いやる心」が５２．９％

で最も高く、次いで「自ら考え行動する力」

が５１．８％、「自分自身や家族を大切にする

心」が４２．７％、「基本的な生活習慣（早寝

早起きなど）」が４０．０％となっています。 
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16.5

35.7

23.1

24.3

0.4

16.2

33.8

12.8

32.4

4.7

0% 20% 40%

愛着がある

どちらかといえば愛着がある

どちらかといえば愛着はない

愛着はない

無回答

今回調査(n=255)

前回調査(n=358)

※１

12.9

40.4

24.7

21.6

0.4

16.5

39.1

13.4

26.3

4.7

0% 20% 40% 60%

愛着がある

どちらかといえば愛着がある

どちらかといえば愛着はない

愛着はない

無回答

今回調査(n=255)

前回調査(n=358)

※１

58.4

40.4

29.0

20.0

19.6

17.3

17.3

16.9

1.2

15.7

0.8

53.9

35.8

28.8

23.7

18.7

22.9

20.7

26.0

1.7

12.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80%

地域の児童や生徒との

交流事業（科学教室等）

香美市の産業を担う次代のエンジニア

の育成（社会に貢献できる人材の育成）

香美市の資源の活用による地域活性化

専門分野・研究について

の公開講座（授業）の開催

先端研究機関、産官学連携

の拠点としての役割を担う

地域住民との交流行事

（ワークショップ等）

イベントの開催

市民や各校に対して

図書館や体育館等の開放

その他

わからない

無回答

今回調査(n=255)

前回調査(n=358)

７．教育と地域のかかわりについて 

■問２１ 県立山田高等学校について、地域の高等学校として愛着はありますか。（１つに○） 

■問２２ 高知工科大学について、地域の大学として愛着はありますか。（１つに○） 

県立山田高等学校への愛着は、「愛着がある」と「どちらかといえば愛着がある」を合わせた『愛着があ

る』が５２．２％で、前回調査の５０．０％をわずかに上回っていますが、大きく変化していません。 

高知工科大学に対しては、『愛着がある』が５３．３％で、前回調査の５５．６％を下回っています。 

【県立山田高等学校】     【高知工科大学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 前回調査の選択肢は「あまり愛着はない」 

 

■問２３ 高知工科大学の特性を活かし、香美市の教育と連携していくためには、高知工科大

学に対し、どのようなことに力を入れてほしいと思いますか。（３つまで○） 

高知工科大学に対して力を入れてほし

いことは、「地域の児童や生徒との交流事

業（科学教室等）」、「香美市の産業を担う

次代のエンジニアの育成（社会に貢献で

きる人材の育成）」、「香美市の資源の活

用による地域活性化」の順に高くなってお

り、上位の項目の回答割合は前回調査よ

りも高くなっています。 
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60.8

44.3

32.5

30.6

18.0

14.5

3.5

3.5

50.6

32.4

30.2

35.5

17.0

3.9

2.0

10.1

0% 20% 40% 60% 80%

スポーツ少年団や

スポーツサークル活動

伝統文化・行事の継承・育成活動

芸術・文化等を推進する活動

福祉施設や高齢者との

交流やボランティア活動

自治会や自主防災会

との交流活動

インターネットを通じた交流活動

その他

無回答

今回調査(n=255)

前回調査(n=358)

63.5

55.0

32.0

18.0

11.5

7.5

6.5

6.5

3.0

1.5

1.0

67.7

48.5

25.8

16.2

14.6

10.4

6.5

3.5

4.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

学校行事・授業への参加（本の読み聞かせ

や社会見学・遠足・体験学習等への協力）

通学の見守り

学校の環境整備（花壇の手入れ、

草刈り、木の伐採等）への支援

子育ての相談にのる等

子育て支援に関すること

自分の特技を教えること（地域

の食材を使った調理の指導等）

スポーツ・健康づくりの指導

体験学習の場所を提供すること

（米作り、収穫体験等）

「まちの先生」として活動すること

地域の歴史、文化の伝承

その他

無回答

今回調査(n=200)

前回調査(n=260)

■問２４－１ （問２４で「１．はい」と答えた方に）あなたが教育に協力できること・したいことは

次のどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

地域教育への協力意欲があるのは、 

７８．４％で前回調査を５．８ポイント上回

っています。（問２４・省略） 

協力できること・したいことは、「学校行

事・授業への参加（本の読み聞かせや社

会見学・遠足・体験学習等への協力）」、

「通学の見守り」、「学校の環境整備（花壇

の手入れ、草刈り、木の伐採等）への支

援」の順となっており、「通学の見守り」、

「学校の環境整備への支援」は前回調査

を上回っています。 

協力したいと思わない人の理由は、「仕

事が忙しくて時間がない」（５４．５％）、

「家事・育児等が忙しくて時間がない」 

（４０．０％）が高く、「どのような協力が必

要なのか情報がない、または情報の入手

の方法がわからない」と「人間関係がわず

らわしい」がともに２５．５％となっていま

す。（問２４-２・省略） 

 

■問２５ 子どもにとって、地域の中でどのような活動があれば良いと思いますか。 

（３つまで○） 

地域の中にあれば良い活動は、「スポーツ少

年団やスポーツサークル活動」が６０．８％で最も

高く、次いで「伝統文化・行事の継承・育成活

動」、「芸術・文化等を推進する活動」、「福祉施

設や高齢者との交流やボランティア活動」となっ

ています。 

上位の２項目は前回調査を１０ポイント以上上

回っています。 
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15.7

10.1

3.5

5.7

5.4

9.0

1.6

38.5

8.6

2.0

0% 20% 40% 60%

山田小学校

楠目小学校

片地小学校

舟入小学校

香長小学校

大宮小学校

大栃小学校

鏡野中学校

香北中学校

大栃中学校 (n=811)

小
学
生

中
学
生

18.7

15.0

14.2

18.1

16.0

17.9

0% 20%

小学4年生

小学5年生

小学6年生

中学1年生

中学2年生

中学3年生

(n=811)

小
学
生

中
学
生

男性

50.1%
女性

46.7%

どちらでもない

・答えたくない

3.2%

(n=811)

すぐに働きたい

3.5%

高校卒業まで

勉強したい

21.5%

専門学校・短期大学

卒業まで勉強したい

17.5%

大学卒業（それ以上）

まで勉強したい

23.8%

まだ分からない

33.4%

無回答

0.4%

(n=811)

Ⅳ 小中学生調査の結果 

１．回答者について 

 

【通学している学校】 【学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 【中学校卒業後の進路についての考え】 
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42.7

36.0

48.8

49.3

40.4

57.6

35.5

34.7

36.3

40.7

35.7

45.3

40.7

42.2

39.3

39.3

44.2

34.8

47.3

44.7

49.8

44.6

47.8

41.7

12.7

16.7

9.0

8.6

12.1

5.5

13.6

16.2

11.1

11.3

12.9

10.0

3.3

4.4

2.4

1.8

2.6

1.2

3.1

3.9

2.4

2.3

2.3

2.4

0.6

0.8

0.5

0.9

0.8

0.9

0.5

0.5

0.5

1.0

1.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

ふだんの授業では、自分の考え

を発表する時間が多くある
①

クラスの話し合いでは、他の人

たちの意見をもとに、自分の考

えを深めることが出来ていると

思う

②

授業中に勉強した内容を復習す

る時間が多くある
③

「総合的な学習の時間」では、自

分で立てた課題について情報

を集め、調べたことを発表する

時間が多くある

④

あてはまる どちらかといえば

あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない

あてはまらない 無回答

51.8

31.7

49.3

35.5

36.5

41.2

35.4

42.4

9.6

20.9

11.7

17.2

2.0

5.9

3.3

4.6

0.1

0.2

0.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

(n=999)

前回調査

(n=999)

前回調査

(n=999)

前回調査

(n=999)

普段の授業で自分の考えを発表する機会

があたえられていると思う
①

話し合いの中で、自分の考えを深めたり、

広げたりすることが出来ていると思う
②

授業の中で、学習の内容の振り返りをし

ている
③

「総合的な学習の時間」では、自分で課題

を立てて情報を集め整理して、調べたこと

を発表するなど学習活動に取り組んでい

ると思う

④

あてはまる どちらかといえば

あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない

あてはまらない 無回答

２．学校生活について 

■問１ 学校での取り組みについて、どう思いますか。 

学校での取り組みについては、すべての項目で「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせ

た『あてはまる』が８割以上を占めており、「② クラスの話し合いでは、他の人たちの意見をもとに、自分の

考えを深めることが出来ていると思う」で８８．６％となっています。 

前回調査と比べると、「② クラスの話し合いでは、他の人たちの意見をもとに、自分の考えを深めるこ

とが出来ていると思う」で『あてはまる』は１５．７ポイント上回っています。 

学年別では、すべての項目で『あてはまる』は中学生の方が小学生を上回っており、「① ふだんの授業

では、自分の考えを発表する時間が多くある」で９．９ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査】 
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69.2

51.9

41.2

34.6

31.6

15.7

12.5

6.5

4.1

2.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

休み時間

宿泊行事（集団宿泊

学習・修学旅行）のとき

クラブ活動

遠足や社会見学のとき

運動会

給食の時間

授業中

学習発表会、音楽

会、作品展など

その他

楽しいと感じるときはない

無回答
(n=811)

全体

61.4

50.9

48.1

50.6

26.7

14.1

11.1

6.4

4.1

1.8

0.0

76.3

52.8

34.8

19.9

36.0

17.1

13.7

6.6

4.0

2.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

小学生(n=389)

中学生(n=422)

学年別

■問２ あなたは、学校でどんなときに楽しいと感じますか。 

（特にあてはまるもの３つまで○） 

学校での楽しいことは、「休み時間」が６９．２％で最も高く、「宿泊行事（集団宿泊学習・修学旅行）のと

き」、「クラブ活動」と続いています。 

学年別では、「遠足や社会見学のとき」は小学生の方が中学生を３０ポイント以上上回っている一方、

「休み時間」は中学生の方が小学生を１０ポイント以上上回っています。 
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62.9

61.7

64.0

39.0

32.1

45.3

75.6

76.3

74.9

49.0

48.1

49.8

30.6

31.1

30.1

46.4

47.6

45.3

19.5

18.5

20.4

41.4

41.9

41.0

4.7

5.7

3.8

11.6

16.5

7.1

2.1

1.8

2.4

7.4

8.2

6.6

1.5

1.0

1.9

0.9

1.3

0.5

1.0

1.0

0.9

1.5

1.0

1.9

0.4

0.5

0.2

2.2

2.6

1.9

1.8

2.3

1.4

0.7

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

クラスのみんなの仲

がよい
①

学校のきまりやルー

ルが守られている
②

運動会などの行事で

はみんなが協力し合

う

③

クラスで何か問題が

起きたら、みんなで

話し合って解決する

④

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無回答

■問３ あなたのクラスは、どんなクラスだと思いますか。 

クラスについては、すべての項目で、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『そう思う』が

８割以上を占めており、なかでも「③ 運動会などの行事ではみんなが協力し合う」は９５．１％で特に高く

なっています。 

学年別では、「② 学校のきまりやルールが守られている」は、中学生が小学生より１０ポイント以上上回

っています。 
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4.8

6.2

3.6

6.9

6.7

7.1

20.0

17.5

22.3

8.0

7.2

8.8

8.8

5.7

11.6

12.1

10.5

13.5

14.3

11.3

17.1

19.1

12.3

25.4

20.2

14.9

25.1

30.3

28.8

31.8

21.6

18.3

24.6

24.7

25.4

23.9

25.9

29.8

22.3

19.9

25.2

14.9

12.9

18.0

8.3

11.6

12.1

11.1

13.2

18.3

8.5

6.0

8.0

4.3

4.9

4.6

5.2

7.8

10.5

5.2

3.2

4.6

1.9

0.1

0.0

0.2

2.8

3.1

2.6

0.9

1.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

学校に行く日の一日あたりの

勉強時間（学校の授業以外）
①

学校が休みの日の一日あたり

の勉強時間
②

学校に行く日のテレビやパソコ

ンなどを見たり、携帯電話やス

マートフォン・ゲーム機を使用す

る時間

③

4時間以上 3時間以上、

4時間より

少ない

2時間以上、

3時間より

少ない

1時間以上、

2時間より

少ない

30分以上、

1時間より

少ない

30分より

少ない

まったく

しない

無回答

３．家庭での生活について 

■問４ ふだん勉強したり遊んだりしている時間は、どのくらいですか。 

勉強や遊びの時間は、「① 学校に行く日の一日あたりの勉強時間（学校の授業以外）」では、『１時間以

上』が５７．４％で半数を超えています。 

「② 学校が休みの日の一日あたりの勉強時間」の『１時間以上』は５６．４％で、学校に行く日とほとんど

変わりません。 

「③ 学校に行く日のテレビやパソコンなどを見たり、携帯電話やスマートフォン・ゲーム機を使用する時

間」の『１時間以上』は７７．０％で、そのうち「４時間以上」が２０．０％と高くなっています。 

学年別では、「① 学校に行く日の一日あたりの勉強時間（学校の授業以外）」に比べて、「② 学校が休

みの日の一日あたりの勉強時間」と「③ 学校に行く日のテレビやパソコンなどを見たり、携帯電話やスマー

トフォン・ゲーム機を使用する時間」では、中学生の方が小学生より長い傾向が顕著にみられます。 
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50.6

50.6

50.5

67.0

68.6

65.4

74.0

78.1

70.1

34.4

36.0

32.9

25.0

23.9

26.1

19.5

15.4

23.2

8.9

7.7

10.0

4.9

4.6

5.2

3.2

3.1

3.3

5.8

4.9

6.6

1.5

1.0

1.9

2.3

2.1

2.6

0.4

0.8

0.0

1.6

1.8

1.4

1.0

1.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

全体(n=811)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

あなたの保護者は自分が勉強

をがんばったときに、きちんと

ほめてくれる

①

あなたの保護者は自分の話を

よく聞いてくれる
②

家にいると、おちつく③

とても

あてはまる

どちらかといえば

あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない

まったく

あてはまらない

無回答

54.7 26.3 10.9 8.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

(n=999)

あなたの保護者は自分が勉強をがん

ばったときに、きちんとほめてくれる
①

とても

あてはまる

やや

あてはまる

あまり

あてはまらない

まったく

あてはまらない

無回答

■問５ 以下のことについて、あなたにはどのくらいあてはまりますか。 

保護者や家のことは、「とてもあてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた『あてはまる』は、

「③ 家にいると、おちつく」で９３．５％、「② あなたの保護者は自分の話をよく聞いてくれる」で９２．０％と

９割を超えているのに対して、「① あなたの保護者は自分が勉強をがんばったときに、きちんとほめてくれ

る」では８５．０％でやや低くなっています。一方で、いずれの項目も「まったくあてはまらない」が少数ながら

存在していることがわかります。 

前回調査と比べると、「① あなたの保護者は自分が勉強をがんばったときに、きちんとほめてくれる」

で、『あてはまる』は４．０ポイント上回っています。 

学年別では、すべての項目で「とてもあてはまる」は小学生の方が中学生を上回っており、「③ 家にいる

と、おちつく」で８．０ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査】 
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65.8

59.6

38.8

25.7

42.2

18.3

5.7

16.5

4.4

3.3

11.8

6.9

1.5

83.6

83.4

72.7

75.1

50.2

28.2

34.6

20.1

21.1

5.5

6.6

2.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=389)

中学生(n=422)

学年別

75.1

72.0

56.5

51.4

46.4

23.4

20.7

18.4

13.1

4.4

9.1

4.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

動画を見る

調べものをする

音楽を聴く、ダウンロードする

メールやLINEなどの

SNSでやり取りをする

パソコンやインターネット

を使ってゲームをする

文書を書く、計算をする

SNSに投稿する、SNSの情報を見る

パソコンソフト（アプリ）や

インターネットを使って学習する

買い物をする

自分のホームページを管理する

その他

家では使わない

無回答
(n=811)

全体

■問７ 家にある携帯電話やスマートフォンやタブレット、パソコンなどを使って何をしていま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

自由に使える電子通信機器は、「携帯電話、スマートフォン」が６２．９％で最も高く、「タブレット」 

（３１．４％）、「その他」（２３．８％）、「パソコン」（２３．４％）と続き、「自由に使えるものはない」は１３．２％で

す。前回調査と比べると、「携帯電話、スマートフォン」は今回調査が上回り、「パソコン」「タブレット」は下回

っています。学年別では、中学生は「携帯電話、スマートフォン」が約８割で、小学生を大きく上回っていま

す。一方、「その他」と「自由に使えるものはない」は小学生の方が高くなっています。（問６・省略） 

電子通信機器の用途は、「動画を見る」、「調べものをする」が７割を超えて特に高く、「音楽を聴く、ダウ

ンロードする」、「メールやＬＩＮＥなどのＳＮＳでやり取りをする」が５割を超えています。 

学年別では、中学生は上位の４項目はいずれも７割を超えて小学生より大幅に高くなっています。また、

「ＳＮＳに投稿する、ＳＮＳの情報を見る」、「買い物をする」でも学年による差が顕著にみられます。 
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32.8

31.6

28.7

21.9

18.6

9.4

8.4

27.9

1.5

0% 20% 40% 60%

使ってよい時間帯（夜は

9時までなど）を決めている

使ってよい時間数（何時間

までなど）を決めている

アプリをダウンロードするとき

は保護者に伝えると決めている

LINEなどのSNSで気をつ

けることを話し合っている

使ってよいアプリを決めている

使ってよい場所（リビングルーム

で使うなど）を決めている

その他

決めている約束ごとなどはない

無回答 (n=811)

全体

36.0

40.6

30.6

16.5

20.8

12.3

11.1

20.8

2.3

29.9

23.2

27.0

27.0

16.6

6.6

5.9

34.4

0.7

0% 20% 40% 60%

小学生(n=389)

中学生(n=422)

学年別

■問８ 家の中での携帯電話やスマートフォンの使い方について、保護者と決めている約束ご

となどはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

電子通信機器を使う際の約束ごとは、「使ってよい時間帯（夜は９時までなど）を決めている」、「使って

よい時間数（何時間までなど）を決めている」、「アプリをダウンロードするときは保護者に伝えると決めて

いる」が約３割で上位３項目にあげられている一方で、「決めている約束ごとなどはない」も３割近くとなっ

ています。 

学年別では、中学生では「ＬＩＮＥなどのＳＮＳで気をつけることを話し合っている」以外の約束ごとをして

いる割合は低く、「決めている約束ごとなどはない」が小学生より１０ポイント以上上回っています。 
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17.3

14.1

15.7

18.7

33.3

31.1

28.8

37.4

21.5

23.6

21.9

21.1

27.7

30.9

33.4

22.5

0.2

0.2

0.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=811)

前回調査(n=999)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

愛着がある どちらかといえば

愛着がある

どちらかといえば

愛着はない

愛着はない 無回答
※１

21.6

22.1

22.6

20.6

32.6

34.9

31.1

33.9

21.5

22.1

20.8

22.0

22.1

20.6

23.4

20.9

2.3

0.2

2.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=811)

前回調査(n=999)

小学生(n=389)

中学生(n=422)

愛着がある どちらかといえば

愛着がある

どちらかといえば

愛着はない

愛着はない 無回答

※１

４．地域について 

■問９ 山田高等学校について、地域の高校として愛着はありますか。（１つに○） 

■問１０ 高知工科大学について、地域の大学として愛着はありますか。（１つに○） 

山田高等学校は、「愛着がある」と「どちらかといえば愛着がある」を合わせた『愛着がある』が５０．６％

で、前回調査と比べると、５．４ポイント上回っています。 

学年別では、『愛着がある』は中学生の方が小学生を１０ポイント以上上回っています。 

高知工科大学に対しては、『愛着がある』が５４．２％で、前回調査をやや下回っています。 

学年別では、小学生と中学生で大きな差はありません。 

【県立山田高等学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高知工科大学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 前回調査の選択肢は「あまり愛着はない」 
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59.6

31.6

22.1

17.0

19.3

12.1

5.4

9.8

2.3

15.9

1.3

41.0

33.2

21.8

17.3

10.0

4.3

8.3

2.1

1.4

28.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80%

小学生(n=389)

中学生(n=422)

学年別

49.9

32.4

21.9

17.1

14.4

8.0

6.9

5.8

1.8

22.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

図書館

体育館

グラウンド

香北B＆G海洋センター

アンパンマンミュージアム

市立美術館

テニスコート

公民館

吉井勇記念館

どれも利用したいと思わない

無回答
(n=811)

全体

■問１１ あなたは、地域の高校生や大学生と一緒にやってみたいことはありますか。（１つに○） 

地域の高校生や大学生と一緒にやってみたいことが「ある」のは全体で２５．２％、小学生は２９．６％、中

学生２１．１％で、小学生の方が高くなっています。（図省略） 

 

■問１２ （小学生の人にお聞きします）あなたは、キッズチャレンジデイでの活動を通して、地

域の大人を身近に感じたり、地域の良さを感じたりしましたか。（１つに○） 

小学生がキッズチャレンジデイでの活動を通して、地域の大人を身近に感じたり、地域の良さを感じたり

したことは、「感じた」（４０．９％）と「どちらかといえば感じた」（３９．６％）を合わせた『感じた』が８０．５％と

なっています。（図省略） 

 

■問１３ あなたは、大人になったら地域や社会のために役に立ちたいと思いますか。（１つに○） 

大人になったら地域や社会のために役に立ちたいかは、「そう思う」（４６．９％）と「どちらかといえばそう

思う」（４１．９％）を合わせた『そう思う』が８８．８％となっています。学年別では、ほとんど差はありません。

（図省略） 

 

■問１５ あなたは、学校が休みの日に香美市にある次のような施設を利用したいですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

休みの日に利用したい施設は、「図書館」、「体育館」が上位にあげられている一方で、「どれも利用した

いと思わない」が２割を超えています。 

学年別では、総じて小学生の方が利用したい施設が多い傾向がみられ、特に「図書館」が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


